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春 の 調 査

（＊1）日本列島にもともと生えているタン
ポポのことを、ここでは在来タンポポと総
称して呼びます。在来タンポポには、地域
によっていろいろな特徴のものがあり、約
20種に分類されています。たとえば、関西
地方には花が小さめで雌

め

しべが黒っぽいカ
ンサイタンポポと呼ばれるものがあり、東
海地方には総苞片

そうほうへん

の先に目だった角のある
トウカイタンポポが分布しています。また、
これらは16本の染色体を持つ２倍体ですが、
北日本などにはエゾタンポポなどの３倍体
が見られます。これらの違いはわずかで、
見かけが中間的なものもあるので、今回の
調査では区別せず、全部まとめて在来タン
ポポとして扱います。都市化の程度を知る
ものさし（指標）としては、在来タンポポ
という見方で十分だからです。

この調査では、タンポポを４つの種類に分けて記録します。タンポポは、どの種類

も、花のついている茎が枝分かれせず、またその途中に葉がつかないという共通の特

徴を持っています。枝分かれしたり、小さな葉がついていれば別の種類です。下の検

索図を使ってあなたが見つけたタンポポを調べてみましょう。
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（＊2）外来タンポポには、果実（そう果）
がミルクコーヒー色のセイヨウタンポポと
果実（そう果）が赤レンガ色のアカミタン
ポポの２種があり、どちらも明治時代にヨ
ーロッパから持ち込まれ、全国に広がりま
した。
近年、在来タンポポと、これら２種の外
来タンポポの間に雑種

ざっしゅ

が生まれることが確
かめられました。その雑種のタンポポは見
かけが外来タンポポにそっくりで、生化学
的な方法でないと確かめられないのですが、
実際には非常に多くなっており、見かけの
外来タンポポのほとんどは雑種であること
がいくつかの地域で報告されています。今
回の調査では、雑種の区別はしませんが、
実際には在来タンポポと雑種のタンポポの
分布を調べていると考えてよいでしょう。
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